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鏑壽日遷　　遜欝P甥、鑑
・蹴

　　　　　O
《人口の動き》　男2，575（一24）女2，616（一16）計5，191（一40）世帯数1，518（一9）

3月末現在　　　出生5　死亡3　転入22転出64

．
騨
4
凋
．
鋼
日
は

　
　
　
　
麟
護
会
議
員
選
挙
の

　
投
票
所
及
び
投
票
時
間
は

県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
で
す
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を

お
願
い
し
ま
す
。
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平成3年度予算
33億6，300万円計会般「

　
三
月
七
日
と
八
日
の
両
日
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会

で
、
平
成
三
年
度
予
算
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
予

算
額
は
、
一
般
会
計
が
三
十
三
億
六
千
三
百
万
、
特
別

会
計
が
十
一
億
四
千
六
百
七
十
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
予
算
が
私
た
ち
の
く
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
の
か
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

特
別
会
計

国民健康保険 4億8，456万円

国民健康保険診療施設 2，312万円

簡　　易　　水　　道 2億　503万円

老　　人　　保　　険 4億3，408万円

　
　
　
　
般
会
計

商
工
費

　
約
3
倍
の
大
幅
増

　
町
の
予
算
は
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
大
部

分
の
事
業
や
事
務
は
、
一
般
会
計

に
含
ま
れ
て
お
り
、
水
道
事
業
や

国
民
健
康
保
険
な
ど
特
別
な
目
的

の
た
め
の
会
計
は
、
特
別
会
計
と

し
て
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
度
は
一
般
、
特
別
会

計
を
合
わ
せ
る
と
、
四
十
五
億
九

百
七
十
九
万
円
と
な
り
、
昨
年
と

比
較
し
て
金
額
で
約
四
億
八
千
万
、

率
で
約
十
二
％
の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
と
比
べ

て
四
億
一
千
万
円
の
増
、
率
で
約

十
四
％
の
伸
び
で
、
今
年
も
昨
年

に
引
き
続
き
積
極
型
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど

　
　の

依
存
財
源
が
二
十
七
億
四
千
六

百
三
十
四
万
円
で
昨
年
度
よ
り
四

億
七
千
五
百
四
十
九
万
円
、
率
で

約
二
十
一
％
伸
び
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
主
に
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」

を
含
む
交
付
税
と
芝
峠
温
泉
周
辺

開
発
や
ス
キ
ー
場
関
連
の
補
助
金

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
い
た
だ
く
町
民
税
な
ど
、
自

主
財
源
は
約
六
億
一
千
六
百
六
十

五
万
円
で
昨
年
度
よ
り
六
千
五
百

四
十
九
万
円
、
約
十
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
基
金
か
ら

の
繰
入
金
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
自
主
財

源
に
は
今
年
度
よ
り
共
同
浴
場
、

ス
キ
i
場
の
リ
フ
ト
使
用
料
も
新

歳入
※依存財源……国や県に頼るお金

※自主財源……町独自で得るお金

国庫支出金9，012万円（2．7％）

その他8，501万円（2．5％）4

諸収入9，941万円（3．0％）

　　　　　繰入金1億2，227万円
　　　　　　　　　　（3．6％）

　県支出金

4億221万円

（12．0％）

1町債
3億3，700

　　万円
（10．0％）ノ地方交付税

18億3，200万円

　（54．5％）

　　　　　鰭　　　　馨　　　欝　　灘　繋講繋

・財産収入8，797万円（2．6％）

一その他8，702万円（2．6％）

自主財源

118．3％

歳入総額
33億6，300万円
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出歳

商工費1億4，074万円（4．2％）

消防費1億1，017万円（3．3％）

議会費4，878万円（1．5％）

予備費1，470万円（0．4％）

災害復旧費　795万円（0．2％）

労働費1，329万円（0．4％）

　　　　　　教育費

　総務費　　　3億2，534

5億3，827万円　万円

（16．0％）　（9・7％）農林業費

　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　
＼無、、．．、、鞭（15・5％）版繍

　　　　　　　　　　　　　　¢夢鞍

　　歳出総額
　　33億6，300万円

土木費
7億916万円

（21．1％）

公債費
5億3，311万円

（15．8％）

た
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
昨
年
二
位
だ
っ
た

土
木
費
が
総
務
費
を
抜
い
て
一
位

と
な
り
、
ま
た
、
商
工
費
も
昨
年

と
比
べ
て
約
三
倍
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
今
年
オ

ー
プ
ン
す
る
芝
峠
温
泉
と
ス
キ
ー

場
の
周
辺
開
発
整
備
事
業
や
そ
の

運
営
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
四

ぺ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
会
計

　
　
水
道
料
金

　
　
　
　
値
下
げ
に

　
　
　
民
健
康
保
険
会
計
は
、
四

国
　
　
　
億
八
千
四
百
五
十
六
万
円

で
昨
年
よ
り
七
百
十
一
万
円
、
一
・

五
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
は
加
入
世
帯
の
減

少
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
基
金
が

な
け
れ
ば
当
然
値
上
げ
と
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
は
基
金
か

ら
三
千
五
百
万
を
繰
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
昨
年
と
同
額
の
十

七
万
三
千
円
（
一
世
帯
当
た
り
）

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

加
入
者
の
老
齢
化
や
有
所
得
者
の

減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
町
で

は
基
金
の
取
り
く
ず
し
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
等
で
、
で
き

る
だ
け
現
在
の
額
を
維
持
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
表
の
よ
う
に
一
世
帯
当

た
り
の
保
険
税
の
額
は
郡
内
で
一

番
で
す
が
、
一
人
当
た
り
で
見
ま

す
と
三
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
郡
内
一

番
で
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
考
え
る

と
、
特
に
松
代
町
の
保
険
税
が
高

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
一
世

帯
当
た
り
の
額
が
高
い
の
は
、
家

族
構
成
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
が
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
保
会
計
の
安
定
運
営

と
保
険
税
の
急
激
な
値
上
が
り
を

防
ぐ
た
め
、
国
の
指
導
に
よ
り
基

金
と
し
て
医
療
費
の
五
％
以
上
を

保
有
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
、
併
せ
て
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
易
水
道
会
計
は
、
昨
年
に

簡
　
　
　
比
べ
て
四
百
十
九
万
円
、

二
％
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
の
基
本
料

金
の
引
き
下
げ
も
行
わ
れ
、
1
0
㎡

以
下
は
二
千
円
（
メ
ー
タ
ー
使
用

料
、
消
費
税
含
む
、
旧
二
千
四
百

七
十
円
）
と
な
り
ま
す
。

　
老
人
保
険
会
計
は
、
医
療
費
の

増
加
に
よ
り
昨
年
度
よ
り
十
九
・

五
％
伸
び
、
ま
た
、
国
保
診
療
施

設
会
計
は
人
件
費
の
減
に
よ
り
、

十
六
・
六
％
の
減
額
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〔単位：円〕郡内町村の保険税等の状況平成3年度

町村名
保　険　税 医療費（7割分）

基金保有額
一世帯当たり 一人当たり 一世帯当たり 一人当たり

安　塚 172，226円 61，327円 328，767円 153，846円 1億3000万円

浦川原 170，993 64，391 304，371 143，604 1，703万円

大　島 102，568 42，463 190，291 103，355 1億244万円
松之山 125，702 52，000 249，299 136，688 6，411万円

松　代 173，000 60，859 368，482 165，237 1億121万円
牧 138，705 57，524 310，870 161，498 1億560万円

平　均 149，753 57，875 298，615 147，400
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今
年
は

こ
の
メ
ン
バ

で

こ
ん
な
仕
事
を

　
今
年
は
一
般
事
務
職
員
と
し
て
二
名
、
温
泉
・
ス

キ
ー
場
関
係
職
員
と
し
て
一
名
、
計
三
名
の
新
採
用

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
二
月
に
発
足
し
た

「
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
」
で
も
職
員
一
名
が
新
規
に

採
用
さ
れ
、
産
業
・
企
画
課
内
に
窓
ロ
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
全
職
員
の
所
属
と
主
な
今
年
の
事
業
と
予
算
を
こ

こ
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

羅　
駿
、

　
　
　
　
　
　
　

和
一
査
）
）
通
）
）
）
）
）
）

　
　
群
皿
報
政
咬
ー
務
ー
ー
ー
同

望
．
暴
広
財
隊
ノ
庶
ノ
ノ
ノ
下

　
　
会
（
（
（
（
（
（
（
（
以

谷
橋
礒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
夫
雄
良
司
男
子
子
子
子
長

関
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
係

　
　
達
敏
一
健
松
恵
慶
栄
美
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

長
事
藤
持
藤
川
口
野
方
辺
島
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

課
参
佐
米
斉
市
石
牧
西
田
小

　
　
○

議会運営費　　　　　4，878万円

嘱託員行政事務委託　　731万円

広報等印刷費　　　　400万円

交通安全対策　　　　　324万円

県議・町議・選挙　　　　704万円

上越地域消防負担金　6，126万円

消防施設費　　　　　3，052万円

奨学金貸付　　　　　　180万円

役場庁舎改修等　　5，400万円

1税噛務、P舳課懸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
雄
郎
穂
）
）
）
）
同

　
　
　
（
　
　
　
　
　
下

綴
利
八
）
1
2
〃
〃
以

　
　
　
椥
脱
槻
ー
ー
ー

　
木
賀
（
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
男
治
広
美
採

p
鈴
山
　
　
　
　
　
　
新

　
　
　
　
明
栄
政
和
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
字

　
長
事
　
澤
谷
木
藤
太

　
　
参

　
課
副
　
　
松
関
鈴
佐

926万円賦課徴収費

諜
騰鶴奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
想
の
測
お
お
編
嘱
扁
の
調
黙
の
お
闇
の
扁
お
鵬
雛
謂
開
鵬
鵬

一
二
幅
（
（
継
（
（
（
（
（
俸
殖
伏
（
停
僻
（
（
（
（
墜
（
岬
（
墓
器
渥
留
銘
囲

武
㌫
久
鄭
鮮
鷲
灘
茂
騎
勝
鱗
　
裕
蔽
徹
蕪
費
篇
繰

　　〈総務費〉

窓口業務、収税業務、

選挙や交通安全に

　　I　O2，900円

磁》　●⑪
　　　　（…）

　ロコ⊂ロロコロコロコ

2臨田田田多

鷹爵糠撮覇懸輔隣羅糞i講麟i鱗、響講嗣

主費〉　　　　　〈民生費〉　　　　　〈消防費〉

消防や防災に

21，060円

　　〈民生費〉

老人福祉や保育所運営に

　　30，473円

“幽

　費
　
ε

生衛く

保健やゴミ処理に

　46，lU円
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難　i灘：iii欝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

栄
勝
夫
副
ー
娯
ー
撚
ー
ー
蹴
ー
ー
鯨
ー
翻
　
ー

幸
利
企
”
繊
”
躾
”
”
配
”
”
頼
”
膨
　
組

月
永
場
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
　
　
林
ツ

　
　
　
郎
夫
男
夫
彦
子
二
雄
春
俊
孝
郎
也
美
麟
ゆ

若
松
馬
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
“
卜

　
　
　
英
則
定
芳
幸
利
裕
徳
博
幸
秀
正
太
剛
直
き
ス

長
事
事
谷
藤
堺
田
沢
　
持
・
木
岡
岸
木
井
堺
ゆ
馳

　
　
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

課
参
副
関
佐
小
武
相
柳
柳
米
石
鈴
室
山
鈴
若
小
　
峠

　
　
　
○
　
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
芝

　　　（ゆきぐに森林組合）

芝峠温泉レストビレッジ峰整備

　　　　　　　　　4，950万円

松代ファミリースキー場管理運

営費　　　　　　　　1，929万円

芝峠温泉レストビレッジ峰管理

運営費　　　　　　　1，261万円

クロスカントリーコース整備

　　　　　　　　　3，230万円

ふるさと定住報償金

　　　　　　　　　　300万円

共同作業施設整備

　　　　　　　　　1，840万円

高齢者・若者活性化センター整

備2，500万円観光案内板作成

　　　　　　　　　　500万円

〈教育費〉　　　　　〈土木費〉　　　　〈農林業費〉

　　　　　　　　道路や橋の建設、除雪に　　　　　　　　　　　　　商；

F、　．　　　　　　　135，568円　　　　＿g＿ドご　＿
り　　　　　じ　

　　c　’も＝‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｝”…噌・・“u｝・・　グ・・。1匂嶋

　　　　　　　　　．恵《Y．　＼9今》嘱臼几

献　’う〆．塞、鱒鞘〆．蓬
て育、公民館活動に　　て（瓜　　　　／　　　　農業振興、農道整備に

≧，195円　　　　　　　　　　　　　　　　99，574円

　　〈商工費〉

商業振興や観光開発に

　　26，904円

　　ヘ　　ロし　　　　　　　　　　ら

　　弘・ζ2億’．
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A募　　　　　　。
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町単農道、圃場整備等補助金

　　　　　　　　　1，230万円
農道整備事業

　　　　　　　　　8，600万円
芝峠温泉関連事業

　　　　　　　　　15，750万円
林道整備事業

　　　　　　　　　2，456万円
犬伏古川地区圃場整備

　　　　　　　　　1，550万円
農免農道負担金

　　　　　　　　　3，851万円
道路橋梁維持費

　　　　　　　　　4，294万円
道路新設改良工事

　　　　　　　　　6，367万円
国庫補助道路改良工事

　　　　　　　　　7，000万円
克雪対策費

　　　　　　　　　12，787万円
（保安要員報酬　　1，029万円）

（除雪車購入費　　2，473万円）

スキー場整備事業

　　　　　　　　　26，507万円
克雪住宅貸付金

　　　　　　　　　4，400万円
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町内小学校管理費

　　　　　　1億1，413万円

中学校管理費

　　　　　　　4，250万円

教育用コンピュータ購入等

　　　　　　　　1，348万円

中学校生徒遠距離通学補助金

　　　　　　　　　559万円

学校教育、公民館活

　62，195円
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雨
皿
場
ん
な
あ
関
係
な
し
！

豪講鐵雛囎雛鎌難黙撫
三彊☆碑薄蹴鵡羽謝ヴノ藩鐙離摺薫鰹譜メ3ミ踏1鋳欝1～欝摺1欝総鰭摺摺欝lll灘欝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着て

二
日
間
で
五
、
五
〇
〇
人
の
人
出

　
も
う
す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
っ
た
「
冬
の
陣
」
。
今
年
も
三
月
の
九
日
十
日
の
両
日
、
松
代
町

民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
雨
に
た
た
ら
れ
て
し
ま
い
、
昨
年
の
よ
う
に
お

天
気
も
味
方
と
い
う
訳
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
日
間
で
五
、
五
〇
〇
人
も
の
人
出
が
あ
り
、

そ
れ
が
何
よ
り
の
う
れ
し
い
味
方
に
。

　
武
者
行
列
、
県
警
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
、
演
歌
ま
わ
り
舞
台
、
雪
上
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
、
い

ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
、
出
演
者
は
雨
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
演
。
観
客
も
温
か
い
声
援
や

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
少
雪
に
泣
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
四
回
目
の
今
年
は
雪
も
た
っ
ぷ
り
。
新
潟
日
報

で
、
東
頸
地
方
の
冬
の
最
後
を
飾
る
雪
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
定

着
し
て
き
た
感
が
い
た
し
ま
す
。
も
う
一
度
写
真
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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城主

半戸勝則駆高田蜥隊）

城代家老

関谷浩行曳（新潟市）

侍大将

加藤　隆駆中郷村）
〔グアム当選〕

のっとられた松代城
新城主に

半戸勝則（膏衛巖）㌦

　　　　　　　　　　　　4．渡辺　智夫（頸城村）

　　　　　　　　　　　　5．佐藤　勝吉（室野）
　　　　　　　　　　　　6．山本　勇人　（犬伏）

　　　　　　　　　　　　7．長浜　正平（新潟市）

　　　　　　　　　　　　8．永井　雄蔵（上越市）

　　　　　　　　　　　　9．古田　昌寿（長岡市）

　　　　　　　　　　　　10．関谷　　正（千葉県）

　　　　　　　　　　　　11．松野　　修（安塚町）

　　　　　　　　　　　　12．市川　彰次（池之畑）

　　　　　　　　　　　　13．藤巴　健男（浦川原村）

　　　　　　　　　　　　14．宮崎　　実（大和町）

　　　　　　　　　　　　15．中沢　　実（木和田原）

　　　　　　　　　　　　16．東郷　　泰（上越市）

　　　　　　　　　　　　17．本間　和弘（中之島町）

　　　　　　　　　　　　18．小林　　守（十日町市）

　　　　　　　　　　　　19．春日　　亘（十日町市）

　　　　　　　　　　　　20．佐藤　俊一（新潟市）

　　　　　　　　　　　　21．加藤　岳宏（新潟市〉

　　　　　　　　　　　　22．高橋　常雄　（福島）

　　　　　　　　　　　　23．笹川　英治（清里村）

　　　　　　　　　　　　24．前沢　　晃（柏崎市）

　　　　　　　　　　　　25．江村　幸男（上越市）

　　　　　　　　　　　　26．桃田　　実（上越市）

　　　　　　　　　　　　27．丸山　信弘（越路町）

　　　　　　　　　　　　28．南雲　周作（十日町市）

　　　　　　　　　　　　29．波形　和弘（十日町市）

　　　　　　　　　　　　30．菅井　一之（新潟市）

　　　　　　　　　　　　31．鈴木　正利（松代）

　　　　　　　　　　　　32．伊藤　広明（上越市）

　　　　　　　　　　　　33．池田　　勝（田野倉）
60．吉沢　雅治（加茂市）　34．猪俣　浩之（上越市）

6L新野　正樹（小千谷市）35．栗田　秀樹（上越市）

62．佐勝　啓一（柿崎町）　　36．真霜　　亨（十日町）

63．蔵品　茂昭（川西町）　37．栗林　建一（上越市）

64．丸山　洋市（十日町市）38．加藤　康洋（新潟市）

65．柳　　雅之（十日町市）39．白井　正幸（越路町）

66．野沢　雅行（松代）　　　40．若月　浩一（海老）

67．藤木　忠雄（湯沢町）　41。丸山　　実（十日町市）

68．江原　浩明（湯沢町）　42．斉木　和幸（十日町市）

69．金沢　　平（埼玉県）　43．井口　正栄（十日町市）

70．桜沢　正一（松代）　　44．保坂　一美（大潟町）

71．赤坂　勝徳（松代）　　45．坪谷　満久（浦川原村）

72．松尾　勝則（浦川原村）46．上村　次夫（十日町市）

73．関谷　武久（菅刈）　　47．川瀬　英二（湯沢町）

74．田村　　潔（十日町市）48．田本　士郎（長岡市）

75．佐竹　慶治（世田谷区）49．佐藤不二男（世田谷区）

76．本柳　克治（仙納）　　　　　　（ふるさと便当選）

77。上野　龍治（吉川町）　50．片岡　一也（長岡市）

78．北條　正伯（中之口村）51．渡貰　一芳（川西町）

79．小松　哲也（松代）　　52．田代　勝美（世田谷区）

80．味田　康之（下田村）　　53．阿部　昭夫（中里村）

8L川口　貴浩（中之口村）54．根津　保広（十日町市）

82。韮沢　栄子（西山町）　55．珊瑚　　修（松代）

　　　（女性1位女大将）56．石田　忠吉（苧島）
83．小野島良作（会沢）　　57．井上　和則（堀之内町）

84．植木　　始（上越市）　58．桑原　武志（柏崎市）

85．米持　英雄（室野）　　59．村山　保之（十日町市）

　
　
　
蛾

　
『
鹿
講
　
、

蟻
　
　
翫
・

蟹

覇
－
’
－
蓑

騰
灘
灘
灘
難畝

薪
ー

〉十
年
取
っ
て
二
十
七

歳
の
半
戸
新
城
主

▲
実
行
委
員
長
の
関
谷

　
町
長
か
ら
コ
シ
ヒ
カ

　
リ
一
石
が
贈
呈
さ
れ
る

　
　
　
は
弥
生
三
月
。
未
だ
残
雪

寺
　
日
　
に
覆
わ
れ
る
山
々
に
ほ
ら

貝
、
出
陣
太
鼓
が
鳴
り
響
き
世
は

ま
さ
に
戦
国
時
代
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

長
靴
に
身
を
固
め
た
戦
士
た
ち
が
、

幾
多
の
難
関
を
乗
り
越
え
て
、
松

代
城
を
目
指
し
て
突
き
進
む
。

　
も
う
皆
さ
ん
お
な
じ
み
の
「
の

っ
と
れ
！
松
代
城
」
の
一
こ
ま
で

す
。
今
年
も
町
外
か
ら
申
し
込
み

者
が
殺
到
し
、
定
員
の
二
百
名
は

ま
た
た
く
間
に
い
っ
ぱ
い
。
事
務

局
で
は
慌
て
て
三
十
名
の
追
加
を

す
る
ほ
ど
。
し
か
し
、
そ
れ
も
す

ぐ
に
満
杯
と
な
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
状
態
に
。
こ
れ
か
ら
は
申

し
込
み
を
す
る
の
が
第
一
の
難
関

と
な
り
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
難
関
を
物
の
見
事
に
乗

り
越
え
、
四
代
城
主
に
な
っ
た
の

が
、
高
田
自
衛
隊
所
属
の
半
戸
勝

則
さ
ん
。
ご
出
身
は
津
南
町
で
、

な
ん
と
！
　
魚
沼
国
体
ス
キ
ー
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
二
位
に
入

賞
し
た
ツ
ワ
モ
ノ
。
今
年
も
昨
年

に
引
き
続
き
、
高
田
の
自
衛
隊
員

に
よ
る
二
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

「
来
年
も
出
場
し
ま
す
か
？
」
の

質
問
に
「
い
え
、
出
ま
せ
ん
。
来

年
は
他
の
方
に
譲
り
ま
す
」
と
に

こ
や
か
に
。
来
年
は
あ
な
た
に
も

チ
ャ
ン
ス
が
！

　
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
世
田
谷
区

役
所
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し

た
。
来
年
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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155．長谷川正幸

156．田村　益幸

157．岩下　一仁

158．星名　　隆

159．竹内　安広

160．上原美由起

161．†商　　　　　油旨

162．伊藤ルリ子

163．笹川　光利

164．生方　里枝

165．高橋　紀子

166．仲田　利光

167．斉木　幸吉

168．林　　弘子

169．西田　宣人

170．栗林　敦志

171．小野　輝子

172．宮沢　貴子

173．渡部　哲夫

174．福井美智代

175．山辺　正雄

176．笹岡さゆり

177．大脇　正浩

178．諸口　秀敏

179．カリー・ランス

180．B・バンデマータ

18L八木　春子
182．大塚　由子

183．市川芙美子

184．鶴田　陵治

185．佐々木大輔

186．藪崎かよ子

　　（特別賞T　V）

187．村田　公子

188．松浦奈美子

189．杉田　直美

190．端　美代子

191．小川久
192．田口　昌世

193．平光　典枝

194．保坂　芳彦

195．鈴木　妙子

196．端　佐知子

197．上野　葉月

198．竹沢　尚子

199。山田　洋子

200．和泉　和子

　（グアム当選）

201樋口　忠男
202市村　清美
203庭野美知代
204．下田　倫子

205．平光　秀次

206．坂本　紀子

207．山田　敏子

208．大室恵美子

209．佐藤　治子

210．高橋千衣子

211．増元　章子

212．山田　典子

86　大田　正明

87　春日　　巧
　（グアム当選）

88．平野　　徹

89．星井　　勇

90．西村　公一

91．村山　正典

92．水沢　美登

93．初谷　早苗

94．高見沢　登

95．友田　正彦

96．阿部　芳孝

97．原　　宏之

98．加藤　　透

99．河野　久史
100．上村　勝也

101．吉沢　祐子

102．柳　　正勝

103．垣田　保忠

104．池田　政秀

105．中村　克己

106．野沢　和則

107．若月　庚平

108．風間　　勉

109．　ジェイ・ウェーガL

110．大内　信弘

m．竹内　正彦
112．大塚　孝行

113．野上　靖之

114．広田　真澄

115．高木　照臣

116森山百合子
117久保孝平路
118　山口まさき

119渋谷　義則
120須貝由美子
　（グアム当選）

121松井　孝正
122　β可音B　　　努

　　（特別賞TV）

123．小林理
124．富樫　義昭

125．山口　正康

126．宮沢　竜一

127．小川　弘亨

128．田辺　敏信

129．東　　広幸

130．岡田　　勝

131．小林　岩雄

132．浜田　吉幸

133．梅津やすこ

134．堀　　文明

135．竹石喜一郎

136．高木　伸一

137．早川　光治

138．保坂　龍三

139．池田　清徳

140．陪部　栄子

141．野田　　昭

142．山岸　鈴子

143．山中
144．千田　宏喜

145．海野さくの

146．藤ノ木亀栄

147．山屋　和徳

148．千葉　卓也

149．酒井健
150．小島　孝也

151．金沢　　治

152．中沢　修一一

153．佐久間　浩

154．杉田　広子

　　（特別賞T　V）

この笑顔、いったいいつまで続くやら

織！騰1

獄・

馨　
蓑

繕

纈

　
　
　
　
　
　
　
　
｛

塙

義 灘
ほら貝が山々に鳴り響く

「わ～い、すべるすべる。なんのこれしき」

集

瞭
・

　藁

1騰
灘　難

鱒
　
　
幽

嚢
“

紙

鷺

轡

地
獄
谷

　　　　　げ

　　　、見

嚢レP『

講1

・
、

瞳イ趨鐵瀬

緯

矯鹸撫 〆

が
“

煙

剃

勝どきを上げ、いざ出陣

灘

懇 譲
織
、

お城へ到着「マイッター」

戦
場
に
架
け
る
橋
。
こ
わ
さ
に

思
わ
ず
ヵ
メ
ラ
も
ブ
レ
て

畷鞠職、

勇

勝
っ
た
負
け
た
と
騒
ぐ
じ
ゃ
な
い
よ
。

気
長
に
行
こ
う
ぜ
人
生
は
。

謄

濃
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松代融⑦

野1鳥

シ
リ
ー
ズ
⑱

サ
シ

　
　
　
　
　
　
　
松

　
マ
ヒ
ワ
や
ア
ト
リ
の
動
き
が
活

発
に
な
り
、
北
帰
行
の
き
ざ
し
が

目
立
つ
三
月
下
旬
。
入
れ
替
わ
り

に
、
南
国
か
ら
桜
前
線
を
追
う
よ

う
に
し
て
夏
鳥
た
ち
が
帰
っ
て
来

ま
す
。

　
四
月
始
め
頃
、
松
代
町
の
上
空

を
、
ピ
ッ
ク
ィ
ー
、
ピ
ッ
ク
ィ
ー

と
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
鳥
が
、

ワ
シ
タ
カ
目
ワ
シ
タ
カ
科
の
サ
シ

バ
で
す
．

　
本
種
は
、
ア
ム
ー
ル
地
方
南
部
、

ウ
ス
リ
ー
、
中
国
東
北
部
、
日
本

で
繁
殖
す
る
夏
鳥
で
、
冬
は
東
南

ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
に

渡
っ
て
越
冬
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
春
の
渡
り
は
小
群
で
渡
る
た
め

か
、
あ
ま
り
目
に
と
ま
り
ま
せ
ん

が
、
秋
、
伊
良
湖
岬
や
九
州
の
佐

多
岬
で
は
九
月
頃
か
ら
十
月
に
か

け
大
群
で
南
下
す
る
の
が
観
察
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
タ
カ
渡
り
」

と
呼
ん
で
、
ワ
シ
タ
カ
マ
ニ
ア
は

へ

水ノ膚

洗

観
察
に
出
か
け
る
人
も
多
い
よ
う

で
す
。
新
潟
県
内
で
も
こ
こ
数
年

前
か
ら
、
こ
の
タ
カ
渡
り
が
観
察

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
二
～
三
ヶ
所
見

つ
か
っ
て
お
り
、
牧
村
の
長
野
県

境
付
近
の
林
道
や
高
柳
町
と
柏
崎

市
に
接
す
る
黒
姫
山
な
ど
で
、
数

羽
か
ら
数
百
羽
の
群
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
伊
良
湖
岬
や
佐
多
岬
か
ら
南
下

し
た
サ
シ
バ
は
、
沖
縄
で
一
部
越

冬
す
る
も
の
を
残
し
南
下
し
て
行

き
ま
す
。
九
州
か
ら
一
気
に
渡
っ

て
き
た
も
の
が
、
宮
古
島
で
は
特

定
の
高
木
な
ど
に
多
数
が
疲
れ
て

休
ん
で
い
る
の
を
手
づ
か
み
で
捕

え
る
習
慣
が
最
近
ま
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
宮
古
島
で
標
識
し
た
本

種
の
大
半
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
回
収

さ
れ
、
宮
古
島
を
経
由
し
て
南
下

す
る
も
の
の
越
冬
地
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
あ
る
こ
と
が
標
識
調
査
の
結

果
判
明
し
た
の
で
す
。

　
松
代
町
に
渡
来
す
る
時
期
に
つ

い
て
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

筆
者
が
勤
務
し
た
三
年
間
を
み
ま

す
と
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十

一
年
）
は
四
月
一
日
清
水
地
内
、

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）

は
四
月
八
日
池
尻
地
内
、
一
九
八

八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
は
四
月

九
日
松
代
地
内
で
そ
の
年
の
最
初

（
？
）
の
サ
シ
バ
を
観
察
し
て
い

ま
す
の
で
、
松
代
町
に
は
例
年
四

月
上
旬
に
は
渡
来
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
．

　
本
種
は
、
松
代
町
で
は
普
通
に

観
察
さ
れ
る
タ
カ
の
一
種
で
、
大

き
さ
は
約
四
十
九
㎝
。
ち
ょ
う
ど

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
位
の
大
き
さ
で

す
。
雄
の
頭
部
は
灰
白
色
で
虹
彩

は
黄
色
。
背
、
上
尾
筒
等
上
面
は

暗
褐
色
、
肩
は
赤
錆
色
、
噛
は
ク

リ
ー
ム
色
で
中
央
に
暗
褐
色
の
線

が
あ
り
、
胸
は
茶
褐
色
で
腹
に
は

暗
褐
色
の
横
縞
が
あ
り
ま
す
。
尾

は
淡
褐
色
で
黒
い
横
縞
が
あ
り
、

飛
ん
で
い
る
時
に
は
尾
と
翼
の
横

縞
が
出
る
の
で
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
雌
は
眉
斑
の
幅
が

せ
ま
い
こ
と
で
も
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
鳴
き
声
は
、
最
初

の
方
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
ピ
ッ

ク
ィ
ー
と
か
チ
ン
ミ
ー
、
チ
ン
ミ

ー
と
か
、
キ
ン
ミ
ー
、
キ
ン
ミ
ー

と
聞
こ
え
る
声
で
飛
び
な
が
ら
鳴

鱗
懲
蓉
繊
礁
蹴
愚
鋤
櫨
憩
爵
麟
繍
欝

　
松
代
建
設
業
協
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
、
○
○
○
円

　
松
代
町
商
工
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
永
井
工
業
　
共
栄
柳
産
業
　
市
川
染
色
　
㈲
ハ
マ
ダ
ヤ

　
　
　
三
六
商
会
　
や
な
ぎ
ば
し
や
　
山
平
旅
館
　
儀
助
商
店

　
　
　
風
月
堂
商
店
　
松
文
堂
書
店
　
若
井
明
夫
事
務
所

　
　
　
松
城
工
務
店
　
㈲
小
野
嶋
建
設
　
㈲
山
賀
モ
ー
タ
ー
ス

　
　
　
小
島
屋
商
店
　
越
後
松
代
物
産
㈱
　
㈱
前
田
屋
金
物
店

　
　
　
セ
ン
ダ
ヤ
電
器
　
若
松
園
ス
ポ
ー
ツ
　
食
堂
あ
ず
ま

　
　
　
㈲
増
村
屋
商
店
　
原
田
屋
精
肉
店
　
旭
堂
旅
館

　
　
　
小
堺
板
金
㈱
　
柳
建
材
　
清
泉
屋
商
店

一
、
テ
レ
ビ
放
映
関
係

二
、

ま
つ
だ
い
町
農
業
協
同
組
合

松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

十
日
町
市
・
㈱
宮
内
測
量
設
計

N
E
L
A
お
～
い
元
気
会
！

松
代
町
役
場
職
員
組
合

海
老
・
石
沢
音
松

千
年
・
西
方
辰
蔵

一
般
寄
付
金
等

大
和
電
建
株
式
会
社

N
T
T
安
塚
営
業
所

奴
奈
川
校
友
会

関
谷
徳
次
郎

グ
ル
ー
プ
ニ
一

世
田
谷
区
地
域
振
興
課

松
代
郵
便
局

ま
つ
だ
い
町
農
業
協
同
組
合

一
〇
〇
、
O
O
O
円

一
〇
〇
、
O
O
O
円

三
〇
、
○
○
○
円

三
〇
、
O
O
O
円

五
〇
、
O
O
O
円

　
一
〇
、
O
O
O
円

　
一
〇
、
○
○
○
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ー
4
型
三
台

　
　
　
　
　
酒
　
一
　
升

　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
酒
　
一
　
斗

　
　
　
ビ
ー
ル
券
二
四
本

　
　
　
　
五
、
○
○
○
円

　
　
　
三
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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い
て
い
る
の
を
よ
く
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
餌
は
、
ヘ
ビ
を

好
ん
で
食
べ
る
ほ
か
、
ノ
ネ
ズ
ミ
、

カ
エ
ル
、
小
鳥
、
バ
ッ
タ
な
ど
も

食
べ
て
い
ま
す
し
、
雛
に
は
ヘ
ビ

を
与
え
る
こ
と
が
多
く
観
察
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
種
の
繁
殖
は
五
～
六
月
頃
、

低
山
帯
の
杉
林
に
多
く
営
巣
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
マ
ツ
な
ど
の

大
木
に
も
営
巣
し
ま
す
が
、
地
上

五
～
九
m
位
の
と
こ
ろ
に
小
枝
な

ど
を
積
み
重
ね
、
外
径
四
十
五
㎝
、

内
径
十
二
㎝
の
皿
形
の
巣
を
作
り

ま
す
。
産
座
に
は
マ
ツ
の
青
葉
を

敷
き
、
中
に
青
味
を
帯
び
た
灰
白

色
、
無
斑
の
卵
を
二
～
四
個
産
み

抱
卵
し
ま
す
が
、
抱
卵
日
数
に
つ

い
て
は
今
だ
不
明
で
す
。
し
か
し
、

巣
立
ち
は
三
十
六
日
位
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ヘ
ビ
を
食
べ
る
こ
と
か
ら
「
ヘ

ビ
食
い
ダ
カ
」
と
呼
ぶ
地
方
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は

食
性
が
方
言
、
呼
び
名
に
な
っ
た

も
の
で
す
．

　
本
種
は
、
松
代
町
史
の
目
録
に

は
増
え
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
、
営
巣

場
所
で
あ
る
丘
陵
地
の
谷
は
開
発

の
た
め
な
く
な
っ
た
り
、
餌
と
な

る
小
動
物
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
あ
の

独
得
の
鳴
き
声
が
楽
し
め
る
環
境

を
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
尾
上
紫
舟
の
タ
カ
の
歌

で
こ
の
項
を
終
わ
り
ま
す
。

　
雲
も
な
く

　
　
海
の
み
空
に
澄
み
の
ぼ
り

　
澄
み
ひ
ろ
ご
れ
る

　
　
鷹
の
声
か
も

、
、
．
－
濾
櫻
岬

　
　
ヂ
，

擁
嘱
解
ハ
顔
皿
二
…
＝
耽
陪
距
・
舅
　
、
実
一
初
，

　
　
　
　
　
4
月
1
5
日
～
5
月
1
4
日

燃
や
す
ま
い

地
球
を
守
る

曲
兄
か
な
緑

雌

○
＿

く＝＝〉

撫

　
　
　
　
　
　
　
4
月
1
5
日
～
5
月
1
4
日

　
こ
の
時
季
は
、
た
き
火
・
野
焼
き
が
原
因
の

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥

す
る
時
季
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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1
・
中
・
高
教
職
員
異
動

転
出
さ
れ
た
先
生
（
あ
り
が
と
う
ぎ
い
ま
し
た
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略
（
　
）
内
は
新
任
地

【
校
長
・
教
頭
】

▽
蒲
生
小
・
校
長

古
田
洋
司
（
上
越
市
保
倉
小
）

▽
奴
奈
川
小
・
校
長

　
塚
本
宇
男
（
上
越
市
教
委
）

▽
儀
明
小
・
校
長

　
六
川
猛
夫
（
中
郷
村
片
貝
小
）

▽
莇
平
小
・
教
頭

　
佐
藤
龍
生
（
上
越
市
谷
浜
小
）

▽
松
代
中
・
校
長

　
竹
内
明
恒
（
安
塚
町
安
塚
中
）

【
教
　
諭
】

▽
松
代
小

　
小
堺
哲
也
（
安
塚
町
須
川
小
）

　
小
林
友
子
（
安
塚
町
沼
木
小
）

　
吉
田
直
彦
（
六
日
町
城
内
小
）

　
山
本
清
四
郎
（
上
越
市
高
志
小
）

▽
蒲
生
小

　
片
桐
孝
一
（
新
潟
市
紫
竹
山
小
）

　
進
藤
貞
一
（
清
里
村
櫛
池
小
）

島
田
昌
幸
（
新
井
市
姫
川
原
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
杉
田
則
子
（
小
出
町
小
出
小
）

▽
儀
明
小

　
桶
口
京
子
（
松
之
山
町
松
里
小
）

　
遠
藤
裕
（
上
越
市
直
江
津
南
小
）

▽
莇
平
小

柳
　
賢
一

　
　
（
小
千
谷
市
東
小
千
谷
小
）

▽
蓬
平
小

　
川
本
浩
子
（
上
越
市
諏
訪
小
）

▽
松
代
中

　
山
田
一
誠
（
頸
城
村
頸
城
中
）

【
養
　
護
】

▽
孟
地
小

　
竹
原
由
美
子
（
牧
村
原
小
）

▽
蒲
生
小

　
山
崎
玲
子
（
上
越
市
小
猿
屋
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
丸
山
万
里
子
（
三
和
村
上
杉
小
）

▽
松
代
中

　
相
沢
弓
子
（
十
日
町
市
下
条
中
）

【
主
　
事
】

▽
松
代
中

　
山
田
久
美
子
（
新
井
市
新
井
中
）

【
退
　
職
】

　
宮
川
哲
夫
（
北
山
小
）

　
市
村
玲
子
（
北
山
小
）

◎
県
立
松
代
高
等
学
校

【
校
　
長
】

　
飯
島
宗
則
（
退
　
職
）

【
教
　
諭
】

村
山
良
一
（
津
南
高
）

近
藤
　
亘
（
柏
崎
高
）

阿
部
和
子
（
西
川
竹
園
高
）

藤
田
　
健
（
吉
田
商
業
高
）

【
講
　
師
】

渋
谷
利
行
（
小
出
高
）

【
非
常
勤
講
師
】

山
崎
　
統
（
高
志
高
）

新
し
く
来
ら
れ
た
先
生
（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略
（

【
校
長
・
教
頭
】

▽
蒲
生
小
・
校
長

　
太
田
尊
文
（
頸
城
村
大
漬
小
）

▽
奴
奈
川
小
・
校
長

　
増
田
健
作
（
上
越
市
戸
野
目
小
）

▽
儀
明
小
・
校
長

　
荒
木
耀
子
（
小
国
町
下
小
国
小
）

▽
莇
平
小
・
教
頭

　
竹
内
哲
也
（
新
井
市
姫
川
原
小
）

▽
松
代
中
・
校
長

　
白
川
鷹
司

　
　
（
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
）

【
教
　
諭
】

▽
松
代
小

磯
谷
正
芳

　
　
　
（
糸
魚
川
市
大
和
川
小
）

　
沼
屋
希
代
（
白
根
市
新
飯
田
小
）

　
笹
川
隆
（
青
海
町
青
海
小
）

　
福
永
栄
二
（
西
川
町
曾
根
小
）

▽
北
山
小

　
藤
崎
善
之
（
頸
城
村
大
漬
小
）

富
澤
康
子

　
　
　
（
十
日
町
市
十
日
町
小
）

▽
蒲
生
小

　
高
橋
浩
輔
（
長
岡
市
新
町
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
佐
藤
江
美
子
（
新
井
市
新
井
小
）

▽
儀
明
小

村
山
正
子

　
　
　
（
松
之
山
町
松
之
山
小
）

　
瀬
野
直
樹
（
上
越
市
高
志
小
）

▽
蓬
平
小

山
内
晴
美

　
　
　
（
新
潟
市
東
山
の
下
小
）

▽
松
代
中
学
校

　
木
澤
　
純
（
能
生
町
磯
部
中
）

【
養
　
護
】

▽
孟
地
小

　
楠
　
元
枝
（
新
採
用
）

▽
蒲
生
小

　
小
山
そ
の
（
新
採
用
）

▽
奴
奈
川
小
（
助
教
諭
）

）
内
は
前
任
地

　
東
条
み
ゆ
き
（
臨
時
新
採
用
）

▽
松
代
中

　
井
上
久
美
子

　
　
　
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

【
・
王
　
査
】

▽
松
代
中

　
樋
口
邦
幸

　
　
　
（
松
之
山
町
松
之
山
小
）

◎
県
立
松
代
高
等
学
校

【
校
　
長
】

　
古
田
島
徳
夫
（
沼
垂
高
）

【
教
　
諭
】

　
武
者
憲
一
（
新
採
用
）

　
田
中
留
美
子
（
十
日
町
高
）

　
神
原
せ
と
み
（
新
採
用
）

　
小
野
塚
染
五
郎
（
津
南
高
）

【
講
　
師
】

　
井
上
幸
一
郎
（
新
大
人
文
学
部
）

【
非
常
勤
講
師
】

　
遠
田
由
美
子

　
関
タ
カ
子
（
川
西
高
）
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牧
田
君
・
丸
山
さ
ん
・
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
に

　
今
年
、
ス
キ
ー
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
で
大
活
躍
し
た
、
松
高
ス

キ
ー
部
の
牧
田
幸
樹
く
ん
、
丸
山

志
穂
さ
ん
、
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

（
代
表
佐
藤
主
将
）
に
、
先
般
、

関
谷
甲
子
夫
協
会
長
か
ら
表
彰
状

と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
松
代
町
在
住
、
ま

た
は
出
身
者
で
、
本
町
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
も
の

＼　
　
ー
輪
ー
舞
ー

　
　
～

－
蟻
・
蕊

　
　
輪

　
　
　

　
　
　
饗

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
本
町
体
育

の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
．

　
皆
さ
ん
初
の
受
賞
で
、
牧
田
君

は
近
畿
大
学
で
今
後
も
ス
キ
ー
を
、

丸
山
さ
ん
は
今
年
三
年
生
で
す
の

で
、
今
年
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
主
将
の
佐
藤
さ
ん
は
就
職
さ

れ
、
別
の
道
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

▲関谷協会長から佐藤主将に表彰状が

　贈呈される。

　右から牧田幸樹君、佐藤政秀君、

　丸山志穂さん、関谷協会長

　
先
月
号
で
成
績
に
一
部
誤
り
と

洩
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

よ
う
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

◎
第
4
3
回
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

〔
男
子
1
5
キ
。
ク
ラ
〕
⑤
牧
田
幸
樹

◎
第
4
6
回
冬
季
国
民
体
育
大
会

〔
少
年
男
子
1
5
キ
。
〕
⑱
牧
田

　
ま
た
、
写
真
説
明
で
佐
藤
政
秀

さ
ん
（
後
列
左
か
ら
四
番
目
）
の

氏
名
が
落
ち
て
い
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

衝
偉
、
嵐
㌻
ξ
獣
壷
奄
も
み
墾

響
噛
溜
塑
嘱
律
曇
艦
船
療
騨

噌
彗
馨
§
彗
馨
§
筆
葦
§
§
§
葦
彗
馨
馨
§
叢
Σ
馨
馨
馨
多
葦
彗
叢
§
馨
曵

㎜
高
澤
剛
交
構
）
金
賞
受
賞
㎜

r
象
§
馨
蒙
蜜
§
馨
馨
睾
馨
馨
§
馨
§
蜜
§
馨
蜜
§
馨
叢
馨
叢
筆
§
葦
§
匙

　
　
全
国
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
の
部
　
書
道
部
門

　
高
澤
剛
く
ん
（
松
代
高
校
一
年

松
代
）
が
第
3
4
回
全
国
学
芸
コ
ン

ク
ー
ル
高
校
生
の
部
、
書
道
部
門

（
旺
文
社
主
催
総
務
庁
・
文
部
省

後
援
）
で
最
高
位
の
金
賞
を
受
賞
。

　
去
る
三
月
十
四
日
、
東
京
に
お

い
て
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
大
臣

と
会
見
し
、
そ
の
後
、
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
授
賞
式
が
行

わ
れ
、
高
澤
君
に
金
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
金
賞
受
賞
と
聞
い
た
時
、
上
に

特
選
や
準
特
選
が
あ
る
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
父
（
啓
治
さ

ん
）
に
金
賞
が
最
高
位
と
聞
き
、

信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

▲金賞を受賞した高沢君

今
年
も
頑
張
り

ま
す
」

と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
高
澤
君
本
当

に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鷲
職
繕
健
短
鵜
撞
簗
灘
轟
瑳
罎
、
翻
ろ
麟
鷺
艘
膿
に
襯
愚
嘘
璽
瀕
賜
鎧
悲
麟
ろ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p

窃父亡ん、窃母亡ん、良く見てくだ亡し、オa〃

　　まさのり
数井正憲くん

　5才松代善宗塚住宅
（松代保育園）

’駕、鎌・

　　ゆうこ
柳優子笈

　5才
犬伏さんねん
（犬伏保育園）

　　ゆういち
関谷優一くん

　　5才
松代　かんすけ
（松代保育園）

繍鎖金鑓羅ま鞍

灘瓢麗翻聾懸響馴黛撫醜叢ま灘

近年、家庭から排出される生活雑排水による河川等の水質汚濁が、

大きな社会問題になっています。

　当町においても、集落内排水溝の汚れが目立ち、しかもこの放流先

が鯖石川と渋海川に流れています。この両河川の下流に位置する市や

町では、水道水源等として取水している現状から、この4月1目以後、

合併処理浄化槽を設置する場合下記により町で補助することになりま

した。

快適な生活と美しい環境をつくるため合併処理浄化槽の設置をお願

いします。

1．補助対象

　ア、合併処理浄化槽

　　　　し尿と台所や風呂等から出る生活雑排水を併せて処理する

　　　浄化槽です。

　イ、変則合併処理浄化槽

　　　　し尿のみ処理する単独処理浄化槽の処理水と併せて生活雑

　　　排水を処理する浄化槽です。

2．補助金
　　　　別表1のとおり
3．問い合せ先

　　　　詳しい内容については、役場住民課保健衛生係に、問い合

　　　せ下さい。

別表1
1、区　　　分 2、限　度　額

合併処理
浄化槽

5人槽
6人槽
7人槽
8人槽
9人槽

10人槽以上

340，000円
420，000円
490，000円
560，000円
700，000円
860，000円

変則合併

処理浄化

槽
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羅
鵬
繊
蟷
　
齢
．
徽
だ
隷
盤
”
∞
じ
、
囑
魅
勧
癒
礎
懸
惣
嚇
礁
健
、
盤
肇
、
淘
譲
お
臓
6
、
懲
麟
る
罎

運
転
免
許
証
の
更
新
は
松
代
で

　
　
　
　
　
　
今
年
か
ら
第
三
水
曜
日
に
！

　
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
運
転

免
許
証
の
出
張
更
新
手
続
業
務
を

今
年
も
安
塚
警
察
署
、
郡
安
全
協

会
の
特
段
の
ご
配
意
に
よ
り
継
続

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
の
間
、

毎
月
第
三
水
曜
日
に
総
合
セ
ン
タ

ー
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
協
会

松
　
代
　
支
　
部

注
意
事
項

※
受
付
は
、
午
前
九
時
よ
り
十
一

　
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
深
視
力
検
査
が
で
き
な
い
為
、

　
大
型
・
二
種
免
許
の
更
新
は
で

　
き
ま
せ
ん
．

※
新
し
い
免
許
証
の
郵
送
手
続
き

　
は
で
き
ま
せ
ん
．

手
続
に
必
要
な
も
の

○
免
許
証

ツ
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
お

∞∞労

働
保
険
纈
鯉
菖
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
き
彗
き
糞
き
監

平
成
三
年
度
の
労
働
保
険
料
の

○
収
入
証
紙
　
二
五
〇
〇
円
分

○
協
会
費
　
　
一
五
〇
〇
円

○
写
真
一
枚
（
氏
名
・
住
所
変
更

　
に
は
も
う
一
枚
）

○
郡
安
協
発
行
の
ハ
ガ
キ

※
安
塚
警
察
署
窓
口
で
の
更
新
手

続
き
は
、
第
二
・
第
四
土
曜
日
が

休
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

取得のためのボイラ■実技講習

　下記により実技講習会が行われます。

　詳細については、役場総務課広報係

までお問い合わせください。

申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、
四
月

一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
．

　
ま
だ
、
手
続
き
の
お
済
み
で
な

い
事
業
主
の
方
は
、
な
る
べ
く
お

早
め
に
保
険
料
申
告
書
に
保
険
料

を
添
え
て
、
最
寄
り
の
銀
行
等
に

申
告
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

5月17日・18日・19日 上越地域職業訓練センター
上越

㈹　　仕）　（日） （上越市高土町3－1－15）

5月24日・25日・26日 中越婦人会館
長岡

㈹　　（土）　（日） （長岡市城内町3）

6月11日・12日・13日 日本生命ビル
新潟

（幻　困　　（木） （新潟市東大通2－4－10）

五
月
三
日
（
憲
法
記
念
日
）

　
　
　
八
十
五
名
が
成
人
の
仲
間
入
り

　
松
代
町
の
成
人
式
は
、
五
月
三

日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
十
時
よ

り
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
受
付
は
九
時
か
ら
で
す
。

　
本
年
度
の
対
象
者
の
方
へ
は
、

ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
転
出

転
入
等
で
案
内
も
れ
の
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
町
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
（
暦
7
』
2
3
0
1
）

　
尚
、
平
成
3
年
度
の
成
人
式
対

象
者
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
二

日
か
ら
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一

日
生
ま
れ
ま
で
の
方
で
す
。

　
た
く
ま
し
く
成
人
さ
れ
た
晴
姿

を
み
な
さ
ん
で
お
祝
い
を
い
た
し

ま
し
ょ
・
つ
。
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∴
憲
，
舘
∵
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ゆ
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．
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∵
9
～
・
髄
”
な
窃
蓋
．
”
り
Σ
．
許
‘
薯
蜘
．
鮮
り
“
暢
い
∵
川
頴
興
÷
儲
9
舘
9
醐
塔
’
悔
ぐ
．
り
り
熱

㎜
繊
欄
淋
構
｝
鰍
腿
爆
…
一
…
一
拶
…
一
一
㌶
艦
皿
一
…
淋
…
“
潔
鰍
燃
｝
　
繍

援
餐
惹
墜
ま
叢
、

　
　
　
　
　
　
産
業
・
企
画
課

　
誠
に
ご
も
っ
と
も
な
ご
意
見
か

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は

町
民
福
祉
と
観
光
振
興
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
当
然
雇
用
の
場
の
拡
大
も
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
今
年
度
町

の
正
職
員
と
し
て
一
名
を
採
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
年

間
を
通
し
て
の
雇
用
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
共
同
浴
場
で
七
名
、
ス

キ
ー
場
で
六
名
程
を
雇
用
す
る
予

定
で
す
。
今
後
、
共
同
浴
場
で
は

宿
泊
施
設
の
完
成
や
道
路
改
良
等

の
条
件
整
備
に
よ
り
、
通
年
の
雇

用
や
増
員
も
期
待
で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
の
こ
う
い

四
月
は
「
土
地
月
間
・
心
土
地
取
引
の
ま
、
笈
葬
▽
騰

　
一
定
面
積
以
上
の
取
引
に
つ
い
て
は
届
出
が
必
要
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い

　
最
近
の
土
地
問
題
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
土
地
の
投
機
的
取
引
や

地
価
の
暴
騰
で
、
国
土
を
混
乱
に

お
と
し
入
れ
る
と
い
っ
た
事
態
は

お
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の
た

め
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
一

定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
の
法
律

に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

松
代
町
で
は
一
〇
、
○
○
○
㎡

（
約
一
町
歩
）
以
上
の
取
引

っ
た
事
業
に
よ
る
雇
用
に
は
、
お

の
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
町
で
は
、
工
場
等
の
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
場
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

工
場
団
地
の
造
成
計
画
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
宣
伝
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

な
ど
、
刈
羽
方
面
の
み
な
ら
ず
、

東
京
方
面
を
始
め
各
地
か
ら
の
集

客
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
町
民
の
皆
さ
ん
多

数
の
ご
利
用
も
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と

も
合
計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
と

な
る
一
団
の
土
地
に
つ
い
て
も
届

出
は
必
要
で
す
．

届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で

あ
れ
ば
売
主
と
買
主
）
は
、
取
引

の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
記
入

し
た
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
契
約

を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
役
場
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引

価
格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査

を
し
、
不
適
当
と
認
め
る
と
き
は

取
引
の
中
止
ま
た
は
変
更
を
勧
告

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
に
は
届
出
日
か
ら
六
週

間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
文
書

で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を
受

け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土

地
取
引
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で

す
。売

買
　
共
有
持
分
の
譲
渡

営
業
譲
渡
　
譲
渡
担
保

代
物
弁
済
　
交
換

予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡

地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

届
出
を
し
な
い
と

　
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を

し
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と

六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
百

万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
に
必
要
な
用
紙
は
、

役
場
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
役
場
・
産
業
企
画
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。



III”1”II”“11711111”IIII””こうほう・まつだい（3．4月号）Il”ll””llIll”lllIlll“IIIllllIIIIIIIIllIIllll”II””IlllilIlmIIIllll”IIIlll”1”“lllllIIIIIIllll”llIIlllIlilllIIIIIllII“llIllIIIIlll“1”“lillII”IlllIIIII”1

み
な
さ
ん

　
　
　
よ
ろ
し
く
！

相
沢
典
子
さ
ん
（
太
平
）

　
松
代
町
を
離
れ
八
年
目
に
し
て

戻
っ
て
来
た
。
中
学
時
に
自
分
の

存
在
が
疎
ま
し
く
思
え
、
両
親
も

勧
め
て
い
た
巻
町
の
興
農
館
高
校

へ
進
路
を
考
え
た
。
後
継
者
で
は

な
い
私
に
と
っ
て
必
要
性
を
考
え

る
と
拒
否
し
た
面
も
あ
る
。
し
か

し
何
か
変
化
が
起
る
こ
と
を
期
待

し
両
親
の
思
い
と
は
食
い
違
う
点

を
心
に
秘
め
臨
ん
だ
。
結
果
は
大

変
素
晴
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
学

生
時
代
の
5
年
間
、
勉
強
は
程
々

と
し
て
も
共
同
生
活
の
中
挫
折
又

は
路
を
外
れ
る
行
為
な
ど
数
々
の

難
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
子
供
と

し
大
人
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
た
両

親
に
は
深
く
感
謝
を
す
る
。
高
校
、

大
学
校
卒
業
後
は
、
農
業
と
は
無
関

係
の
仕
事
に
つ
き
二
年
が
た
と
う

と
し
た
時
に
、
「
帰
っ
て
来
て
農
協

に
務
め
た
ら
ど
う
か
」
の
言
葉
に

深
く
考
え
た
。
結
局
、
友
や
仕
事
と

離
れ
戻
っ
た
。
農
協
に
就
職
し
て

す
ぐ
に
、
研
修
や
会
議
な
ど
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
学
ん
だ
点
は
多
く

あ
る
。
し
か
し
生
活
指
導
員
の
席

は
一
つ
で
あ
り
、
相
談
事
や
ア
ド

バ
イ
ス
は
諸
先
輩
か
ら
い
た
だ
け

る
の
だ
が
、
内
容
に
付
い
て
語
り

合
う
相
手
が
数
多
く
欲
し
い
と
思

っ
て
い
る
。

　
職
場
は
庶
民
的
で
、
町
と
し
て

も
ほ
の
ぼ
の
で
、
車
が
あ
れ
ば
ド

ラ
イ
ブ
が
て
ら
ど
こ
で
も
行
け
る
。

先
に
あ
げ
た
望
み
が
今
の
私
の

課
題
で
あ
る
。
婦
人
部
担
当
と
い

う
点
か
ら
顔
見
知
り
は
い
る
が
、

話
し
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
が
数

多
い
。
こ
れ
か
ら
は
性
別
・
年
代

問
わ
ず
常
識
外
れ
か
も
し
れ
な
い

が
皆
さ
ん
の
仲
間
入
り
が
し
た
い
。

　
総
務
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た

平
成
二
年
の
勤
労
者
世
帯
の
平
均

貯
蓄
残
高
（
生
命
保
険
等
の
納
付

額
、
有
価
証
券
を
含
む
）
は
、
千

五
十
一
万
円
と
な
り
、
初
の
一
千

万
円
台
に
乗
り
ま
し
た
。
　
「
ど
こ

に
そ
ん
な
お
金
が
あ
る
の
？
　
さ

て
は
旦
那
が
ヘ
ソ
ク
リ
を
」
と
勘

ぐ
り
た
く
も
な
り
ま
す
が
、
こ
の

金
額
は
あ
く
ま
で
も
全
世
帯
の
平

均
値
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
下
回
る

世
帯
が
数
の
上
で
は
六
六
・
八
％
、

貯
蓄
残
高
二
百
九
十
四
万
円
の
と

こ
ろ
に
最
も
多
く
集
中
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
平
均
値

で
す
が
、
単
純
に
は
う
の
み
に
で

き
な
い
と
い
う
典
型
的
な
例
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
数
字
の

マ
ッ
ジ
ッ
ク
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
？
　
一
辺
だ
け
を
見
る

と
「
オ
ヤ
ッ
？
」
と
思
う
こ
と
も

違
う
角
度
か
ら
見
る
と
、
案
外
納

得
す
る
も
の
で
す
。
町
の
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
お

金
と
数
字
の
話
を
し
て
み
ま
し
た
。

　
「
エ
ッ
！
テ
ス
ト
の
点
が
平
均

点
よ
り
低
い
？
」

　
そ
れ
は
勉
強
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

戸
籍
の
窓
口

（
2
月
26
日
～
3
月
2
5
日
受
付
〉

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

関
谷
信
皿
郎
・
久
保
田
正
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
代
・
伴
次
郎
）

菅
井
幹
雄
・
荻
野
洋
子
さ
ん

　
　
　
　
（
苧
島
・
文
左
エ
門
）

関
谷
　
悟
・
市
川
牧
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
代
・
芳
美
屋
）

ぱ
ん
き
な
良
験
子
に
（
出
生
）

　
　
お
　
や

武
醜
亜
也
瀦
　
俊
彦
・
澄
子
さ
ん

　
　
　
（
長
女
・
千
年
・
道
堺
）

　
　
　
だ
く

鈴
塞
　
緬
遭
　
昌
宏
・
久
美
子
さ
ん

（
露
男
・
松
代
・
松
代
印
刷
所
）

　
　
な
か
ひ
み

関
谷
糞
宏
避
　
信
｝
郎
・
正
美
さ
ん

　
　
｛
長
男
・
松
代
・
伴
次
郎
）

憲
澤
　
搬
漕
　
着
｝
・
里
子
さ
ん

　
（
長
男
・
小
荒
戸
．
・
石
田
屋
）

佐
藤
継
灘
瀦
　
一
重
・
厚
子
さ
ん

　
（
2
女
毒
釜
野
・
や
す
べ
え
）

欝
冥
福
を
祈
叫
ま
す
（
死
亡
）

西
方
カ
ネ
謎
　
　
　
8
0
歳

　
　
　
　
　
（
干
年
・
宮
の
脇
）

斉
藤
重
翌
郎
譲
　
　
難
歳

　
　
　
　
（
囲
野
倉
・
双
美
屋
）

柳
幾
欝
　
　
　
認
歳

　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
惣
響
ん
）
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し

曹射嚇瘡 ）裂・
本な句り屋　　雪　　保　　隣　　新
降　　集け根　　起　　育　　家　　し
り　　編り雪　　し　　園　　も　　き俳

需
暫

0

￥　／　，

…，候

（

た
ぎだ

一
年
生

も　　む　　を　　闇　　入　　夫　　蓑

足　　ま　　ル　　を　　雪　　り　　り　　　　　　’誤
ら　る　の　軋　に　の　春　悪麗薩

1 ず　　囲　　柄　　ま　　立　　雛　　の　　　　　．
団 ／＼

昌春淡炉公に枯せ紅つ六節去雪

　瞥、　　　　　　　　＝二’ 　一の　　畏　　て　　て　　　　　句
／

　二
、
　
、

：曽二、

弘雪水か鳴計水　　茶　　花　　水

い進に早勉
3む鮎強
よぽへ早は

～
7
～ 、“

あ　　　　　　　　っ

∠
1
／
ノ

鍬　　積　　子るやたこ　　大り野る折　　おづ淡
の　　雪　　供　　わしれ　　藁　　兎　　れ　　彼く雪
柄　　は　　等　　ら　　で　　屋　　の　　し　　岸　　の
を　　三　　と　　か　　も　　突　　目　　葉　　の　　積

、“ビq　　　’ 入　　メ　　紙　　な　　う　　き　　の　　を　　団　　も
／￥ （ れ　　1　　雛　　日　　名　　刺　　そ　　添　　子　　る
イ

z 替　　ト　　飾　　当　　残　　す　　の　　え　　を　　と
口 え　　ル　　る　　る　　り　如　　ま　　て　　拾　　も

直　　余　　分　　部　　の　　し　　ま　　水　　う　　な

　よああρ曳・に
」3鞭”・

進早 す　　雛　　教　　屋　　雪　　寒　　に　　仙　　鴉　　く

泥春と飾と場喜に瀞と善のた剥禁世活一か八降
隣　　るし　　　雛　　願　　月つれ　　け　　な千り

水　　志　　子　　沙飾舟い一　　おけ香終元　　代つ

動

／ q
四

盆冬着踊秘ど高出　短　　　桃　　束　　臭茎　寄　　残

鶴猟磁糟歌　穽簡覆讐霞
春城袖身に焼聞刻　冬　　を　の　　通　　の　　雨

よ

穿！

脅ま、

だた

｝

、　　　　　　　　　　　　』　．　　　，

一）

禽
，
　
　
　
　
　
，
　
笏

あ
さ
ゐし“

あ亀

／の
観
察

を山にぶ酔夜こ々　の　　啄藩　光　　し　雪・の

覧，韓鷹讐陣　誓讐1喝製豫
か上きぶれ猛如戦　　　　そ　　梅　　て　　を　　ゆ
にりりりしるし十　官　　　を　　香　　冴　　日　　く

た降の顔火　　ら　田　　許　　る　　え　　溜　　葬
りる鮮　　柱　　の　沢　月し翔　　鐵返折り耕の
松　　か　　の　　胸　和　　　け　　　　　る　　に　　後莚
代　　な　　神　　の　風　日り山　　堂　　人　　山

あ
と

　
中
国
原
産
で
、
わ
が
国
に
渡
来

し
た
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
室
町
時
代
に
は
、
す
で
に
栽
培

さ
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。

　
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
常
緑

654321

低
木
．

　
枝
は
根
本
の
ほ
う
か
ら
三
本
ず

つ
に
分
か
れ
る
。
春
早
く
咲
く
花

は
芳
香
が
あ
る
。

　
花
弁
は
な
く
、
が
く
が
花
弁
の

よ
う
で
、
雄
し
べ
は
花
筒
内
に
四

本
ず
つ
二
段
に
分
か
れ
て
つ
く
。

　
雌
雄
異
株
。
日
本
で
ふ
つ
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